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ま
え
が
き

　

本
書
で
考
察
の
対
象
と
す
る
中
尊
寺
領
骨
寺
村
は
、
日
本
列
島
の
片
隅
、
奥
羽
山
脈
の
山
裾
に
囲
ま
れ
た
小
村
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
、

中
世
社
会
の
、
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
よ
う
な
村
で
あ
る
。

　

平
安
中
期
の
骨
寺
村
に
は
、
五
軒
、
鎌
倉
末
期
に
は
、
十
三
軒
の
在
家
百
姓
宅
が
散
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
生
活
空
間
で
あ
る
中
世

村
落
の
、
一
つ
の
あ
り
よ
う
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

史
料
が
皆
無
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
中
世
奥
羽
の
村
落
研
究
を
な
す
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
長
い
間
、
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
き
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
骨
寺
村
だ
け
が
例
外
で
あ
っ
た
。

　

同
村
に
関
す
る
中
尊
寺
文
書
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
公
事
納
入
や
、
ま
つ
り
田
に
関
す
る
史
料
と
と
も
に
、
鎌
倉
後
期
に
書
か
れ
た

「
簡
略
絵
図
」（
仏
神
絵
図
）と
「
詳
細
絵
図
」（
在
家
絵
図
）が
現
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
二

つ
の
荘
園
絵
図
に
描
か
れ
た
世
界
と
ほ
ぼ
同
じ
農
村
景
観
が
、
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
広
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

古
文
書
と
絵
図
と
現
在
の
農
村
景
観
、
と
い
う
三
位
一
体
の
研
究
素
材
が
、
時
空
を
超
え
て
研
究
者
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本

全
体
の
な
か
で
、
骨
寺
村
だ
け
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
、
山
王
岩
屋
・
平
泉
野
台
地（
駒
形
根
神
社
・
白
山
社
）・
梅
木
田
遺
跡
・
伝
ミ
タ
ケ
堂
跡
・
遠
西
遺
跡
・
要
害
館
跡
・
若
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御（
神
）子
社
・
不
動
岩
屋
・
慈
恵
塚
か
ら
な
る
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
が
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　

翌
年
に
は
、
絵
図
に
描
か
れ
た
水
田
と
屋
敷
を
中
心
と
す
る
領
域（
国
史
跡
指
定
地
も
含
む
）が
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ

た
。
文
化
的
景
観
と
は
、「
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
、
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
、
我
が
国

民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」（
文
化
財
保
護
法
）で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

本（
骨
）寺
地
区
の
文
化
的
景
観
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
は
、
現
地
の
微
地
形
を
反
映
し
た
曲
線
状
の
農
道
・
用
水
路
・
畦
畔
群
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
、
中
世
以
来
の
「
田
屋
敷
型
散
居
集
落
」
の
景
観
の
特
質
を
今
に
残
す
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
「
田
屋
敷
」（
田
在
家
）は
、
独
自
の
水
源
を
持
つ
一
団
の
水
田
群
と
屋
敷
地
か
ら
な
る
土
地
利
用
上
の
単
位
、
中
世
に
お
け
る
百
姓
支

配
の
方
式
の
こ
と
で
、「
詳
細
絵
図
」
に
見
ら
れ
る
田
と
屋
敷
の
セ
ッ
ト
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
。

　

骨
寺
村
研
究
に
は
、
七
〇
年
以
上
に
わ
た
る
諸
先
学
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
、
在
家
進
化
論
検
証
の
素
材
と
し
て
、
中

世
骨
寺
村
研
究
は
開
始
さ
れ
た﹇
誉
田
慶
恩 
一
九
五
六
、
伊
藤
信 

一
九
五
七
﹈。
そ
こ
で
は
、
東
国
在
家
の
階
級
的
進
化
の
様
相
が
論
じ
ら
れ
た
。

戦
後
歴
史
学
を
象
徴
す
る
中
世
百
姓
論
を
た
た
か
わ
せ
る
素
材
と
し
て
、
骨
寺
村
研
究
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
過
程

で
、
二
つ
の
骨
寺
村
絵
図
に
記
入
さ
れ
て
あ
る
神
田
に
つ
い
て
も
、
注
目
が
払
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
お
い
て
、
大
石
直
正
論
文﹇
大
石 
一
九
八
四
﹈に
よ
り
、
本
格
的
な
骨
寺
村
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
同
氏
に
よ
り
、

骨
寺
村
開
発
二
段
階
論
が
提
唱
さ
れ
、
骨
寺
村
絵
図
作
成
の
動
機
や
時
期
に
関
す
る
実
証
的
研
究
、
慈
恵
塚
や
山
王
岩
屋
な
ど
に
関
す
る

研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
松
井
吉
昭
論
文﹇
松
井 

一
九
九
一
ｂ
﹈や
黒
田
日
出
男
論
文﹇
黒
田 

二
〇
〇
〇
﹈な
ど
が
発
表
さ
れ
、
骨
寺

村
絵
図
の
読
み
取
り
か
ら
の
考
察
が
、
さ
ら
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
学
か
ら
の
骨
寺
村
研
究
と
同
時
並
行
し
て
、
歴
史
地
理
学
的
観
点
か
ら
の
村
の
宗
教
世
界
と
村
落
景
観
に
つ
い
て
、

吉
田
敏
弘
氏
に
よ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
骨
寺
村
絵
図
を
地
理
学
的
手
法
で
読
み
取
る
こ
と
、
現
存
す
る
骨（
本
）寺
村
の
景
観
を
在
地
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か
ら
検
証
す
る
研
究
が
公
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
吉
田
氏
の
研
究
は
、
吉
田
敏
弘
『
絵
図
と
景
観
が
語
る
骨
寺
村
の
歴
史
』（
本
の
森
、
二
〇
〇
八
年
）の
公
刊
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ

た
。
ま
た
、「
骨
寺
村
に
日
本
の
原
風
景
を
さ
ぐ
る
」
の
企
画
の
も
と
、
中
世
か
ら
近
世
ま
で
を
範
囲
に
し
て
、
民
俗
学
を
も
組
み
入
れ

た
総
合
的
な
骨
寺
村
研
究
の
成
果
も
公
に
さ
れ
た﹇
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
九
﹈。

　

二
〇
一
三
年
、
一
関
市
博
物
館
に
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落
調
査
研
究
会
が
発
足
し
、
集
中
的
な
骨
寺
村
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
、
二
つ
の
骨
寺
村
絵
図
や
中
世
文
書
を
徹
底
的
に
読
み
込
み
、
骨
寺
村
の
宗
教
世
界
、
骨
寺
村
住
人
に
賦
課
さ
れ
た
公
事
の
内
容
、
遺

跡
と
遺
物
、
道
、
多
様
な
生
業
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
過
程
で
、
入
間
田
宣
夫
『
中
尊
寺
領
骨
寺

村
絵
図
を
読
む
―
日
本
農
村
の
原
風
景
を
も
と
め
て
―
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
九
年
）が
上
梓
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
骨
寺
村
研
究
の
金
字

塔
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
骨
寺
村
研
究
は
、
総
合
科
学
と
し
て
の
道
を
、
着
実
に
歩
ん
で
き
た
。
古
代
か
ら
現
代
に
及
ぶ
一
千
年
を
視
野
に
お
き
、
文

献
史
学
か
ら
の
研
究
は
当
然
の
こ
と
、
田
越
し
灌
漑
現
地
調
査
、
歴
史
地
理
学
、
考
古
学
、
地
質
学
、
植
生
学
、
環
境
歴
史
学
、
中
世
城

館
趾
研
究
な
ど
、
平
泉
研
究
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
文
理
融
合
型
の
総
合
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

と
り
わ
け
、
一
九
九
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
今
に
至
る
ま
で
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
考
古
学
的
発
掘
調
査
は
、
数
々
の
遺
物
、
遺
構

を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
史
料
の
少
な
い
骨
寺
村
の
歴
史
を
知
る
上
で
、
骨
寺
村
研
究
を
さ
ら
な
る
高
い
段
階
に
引
き
あ
げ
た
の
で
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
環
境
歴
史
学
の
視
座
で
、
骨
寺
村
住
人
の
生
業
と
「
営
み
」
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
て
い
く
景
観
を
全
体
的
に
、
空
間
的
に
と
ら

え
る
見
方
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
骨
寺
村
と
同
じ
く
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
た
大
分
県
国
東
半
島
田
染
荘
の
研
究﹇
海
老
澤
他 

二
○
一
二
﹈に
学
び
、

二
つ
の
重
要
文
化
的
景
観（
東
の
骨
寺
村
、
西
の
国
東
半
島
田
染
荘
）を
対
比
し
つ
つ
、
両
者
に
通
底
す
る
「
日
本
の
原
風
景
」
を
探
る
と
い
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う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

骨
寺
村
研
究
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
避
け
て
通
れ
な
い
の
は
、
同
村
が
、
中
尊
寺
経
蔵
別
当
領
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
は
、
平
安
後
期
に
お
い
て
、
仏
教
都
市
平
泉
の
中
尊
寺
膝
下
荘
園
と
し
て
、
経
蔵
の
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
骨
寺
村
の

歴
史
と
立
ち
位
置
に
大
き
な
方
向
性
を
付
与
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
研
究
も
、
大
石
直
正﹇
大
石 

二
〇
一
二
﹈・
入
間
田
宣

夫﹇
入
間
田 

二
○
一
九
ａ
﹈・
小
岩
弘
明﹇
小
岩 

二
〇
一
五
﹈・
岡
陽
一
郎﹇
岡 

二
○
二
○
﹈な
ど
の
諸
氏
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。

　

骨
寺
村
と
中
尊
寺
と
は
、
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
入
間
田
論
文
に
お
い
て
、
骨
寺
村
と
平
泉
中
尊
寺
と
は
、「
車
の
両
輪
で

あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
的
確
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

骨
寺
村
は
、
中
尊
寺
の
境
内
と
み
な
さ
れ
、
両
者
は
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
骨
寺
村
は
、
奥
羽
の
一
般
の
村
と
は
異
な
る
、
と
の
指

摘
も
な
さ
れ
て
い
た﹇
入
間
田 

二
〇
一
九
ｅ
、
岡 

二
○
二
一
﹈。

　

そ
れ
は
、
骨
寺
村
の
宗
教
世
界
が
、
特
殊
性
と
普
遍
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
神
と
仏
に
よ
っ
て
綴
ら
れ

た
骨
寺
村
の
景
観
は
、
一
千
年
に
及
ぶ
同
村
の
あ
り
よ
う
を
、
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

骨
寺
村
の
研
究
は
、
仏
教
都
市
平
泉
の
裾
野
に
広
が
る
中
世
村
落
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同

時
に
、
骨
寺
村
研
究
を
中
世
奥
羽
社
会
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
論
ず
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
骨
寺
村
で
見
ら
れ
た
大
規
模
開
発
を
、
中
世

奥
羽
の
開
発
史
全
体
の
な
か
で
考
察
し
、
も
っ
て
日
本
の
荘
園
公
領
制
の
発
生
を
奥
羽
史
よ
り
照
射
す
る
、
と
い
う
研
究
が
見
ら
れ
た
の

で
あ
る﹇
大
石 

二
〇
一
〇
、
入
間
田 

二
〇
一
三
ｂ
﹈。

　
「
詳
細
絵
図
」
作
成
の
動
機
は
、
鎌
倉
中
期
に
見
ら
れ
た
磐
井
郡
地
頭
葛
西
氏
と
中
尊
寺
側
と
の
境
相
論
に
あ
る
。
両
者
に
よ
る
相
論

過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
中
尊
寺
側
か
ら
の
骨
寺
村
保
全
の
動
き
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
も
見
ら
れ
た﹇
大
石 

一
九
八
四
、
黒
田
日 

二
〇
〇
〇
﹈。
ま
た
、
二
つ
の
絵
図
面
を
作
成
技
法
に
立
ち
か
え
っ
て
分
析
し
て
、「
簡
略
絵
図
」
こ
そ
が
、
骨
寺
村
景

観
を
実
態
に
合
わ
せ
て
描
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
中
尊
寺
側
が
骨
寺
村
宗
教
世
界
を
他
者
に
向
か
っ
て
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
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た
、
と
す
る
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
小
岩 

二
〇
二
三
﹈。

　

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
浮
上
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
中
尊
寺
に
と
っ
て
骨
寺
村
と
は
何
だ

っ
た
の
か
。
と
い
う
問
い
か
け
と
同
時
に
、
骨
寺
村
に
と
っ
て
中
尊
寺
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
と
い
う
設
問
が
、
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
骨
寺
村
、
そ
し
て
中
尊
寺
の
歴
史
か
ら
、
個
々
の
歴
史
事
項
を
人
間
集
団
に
即
し
て
洗
い
出
し
、
検

討
し
直
す
、
と
い
う
作
業
が
何
よ
り
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
れ
は
、
奥
羽
宗
教
史
論
、
仏
土
平
泉
論
を
咀
嚼
す
る
こ
と
に
、
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
奥
羽
最
大
の
顕
密
寺
院
と
密
接
に
関
わ
り

な
が
ら
、
村
落
住
人
の
生
活
の
上
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
宗
教
史
を
綴
る
べ
き
段
階
に
、
今
や
到
達
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
も

の
で
あ
る
。

　

骨
寺
村
研
究
は
、
在
家
百
姓
論
こ
そ
が
、
そ
の
常
道
で
あ
る
、
と
の
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
る﹇
木
村 

二
〇
二
三
﹈。
し
か
し
、
残
存
史

料
か
ら
は
、
中
世
骨
寺
村
の
歴
史
と
は
、
宗
教
を
抜
き
に
し
て
は
、
決
し
て
明
ら
か
に
で
き
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。
在
家
百
姓
の
あ
り

よ
う
へ
の
目
配
せ
を
同
時
並
行
的
に
行
う
中
で
、
総
体
と
し
て
の
中
世
村
落
宗
教
論
を
描
出
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
日
本
中
世
村
落
論
や
村
落
社
会
の
顕
密
体
制
の
あ
り
方
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
戦
後
の

中
世
村
落
史
研
究
に
は
、
永
年
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、「
畿
内
・
近
国
で
典
型
的
と
い
わ
れ
る
惣
村
・
惣
郷
が
発
展
し
た
の
に

対
し
て
、
中
世
の
東
国
・
九
州
地
方
に
は
概
し
て
百
姓
の
惣
的
結
合
や
宮
座
は
未
発
達
で
あ
り
、
大
小
の
領
主
が
家
父
長
的
に
支
配
す
る

タ
テ
型
の
村
落
が
大
勢
を
占
め
る
」
と
の
総
括
に
見
ら
れ
る
よ
う
に﹇
海
津 
一
九
九
〇
﹈、
在
地
領
主
制
の
文
脈
で
東
国
の
村
落
は
説
明
さ

れ
て
き
た
。

　

中
世
的
郡
郷
を
名
乗
る
武
士
一
族
の
分
出
と
中
世
村
落
形
成
の
過
程
は
リ
ン
ク
す
る
の
で
あ
り
、
村
落
は
、
堀
の
内
を
中
心
と
し
た
単

一
的
構
造
の
領
主
型
村
落
に
注
目
さ
れ
た
し
。
と
す
る
見
解
は﹇
小
山
靖 

一
九
八
七
、
峰
岸 
一
九
八
九
﹈、
今
で
も
そ
の
魅
力
を
失
っ
て
い
な
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い
。

　

ま
た
、
大
石
直
正
氏
は
、
在
地
領
主
と
の
関
係
で
中
世
村
落
を
奥
羽
社
会
で
考
察
し
、
在
地
領
主
制
を
踏
ま
え
た
開
発
が
、
奥
羽
の
荘

園
公
領
制
成
立
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
、
と
言
及
し
て
い
た﹇
大
石 

一
九
九
〇
ａ
﹈。

　

た
だ
し
、
こ
と
中
世
骨
寺
村
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
同
村
内
に
は
在
地
領
主
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
十
三
軒
の
在
家
百
姓
は
、

む
き
出
し
の
ま
ま
「
荘
園
領
主
」
で
あ
る
中
尊
寺
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
骨
寺
村
に
は
、
中
世
奥
羽
最
大
の
寺
院
で
あ
る
中
尊
寺
の
思
わ
く
が
、
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
を
、
在
地
の
骨
寺
村
か
ら
検
証
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
世
界
が
浮
か
び
上
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
荘
園
制
と

は
何
か
、
を
改
め
て
問
う
こ
と
に
も
な
る
。

　

今
、
荘
園
内
の
寺
社
に
つ
い
て
、
新
し
い
研
究
成
果
が
次
々
と
公
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
荘
園
村
落
内
の
寺
院
は
、
顕
密

体
制
の
最
末
端
で
あ
る
、
と
の
見
方
に
立
ち
、
寺
院
の
多
様
な
社
会
的
機
能
や
土
地
所
有
の
あ
り
方
、
寺
院
を
担
う
諸
階
層
の
実
像
な
ど

に
つ
い
て
解
明
さ
れ
て
き
た﹇
坂
本
亮 

二
〇
一
一
﹈。

　

中
世
村
落
研
究
の
活
況
ぶ
り
は
、
荘
園
・
村
落
史
研
究
会
編
『
中
世
村
落
と
地
域
社
会
―
荘
園
制
と
在
地
の
論
理
―
』（
高
志
書
院
、
二

〇
一
六
年
）に
収
録
さ
れ
た
、
十
一
本
の
論
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
中
村
直
人
論
文﹇
中
村 

二
〇
一
六
﹈に
お
い

て
は
、
中
世
村
落
の
小
領
主
が
寺
僧
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
密
接
な
人
脈
関
係
を
有
し
つ
つ
、
地
方
寺
社
が
、
村
民
の
宗
教
的
願
望
を
吸

収
し
て
種
々
の
仏
会
を
な
す
こ
と
で
、
在
地
社
会
に
根
ざ
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
中
世
村
落
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
た
と
き
、
畿
内
近
国
で
述
べ
ら
れ
た
状
況
と
同
じ
よ
う
な
歴
史
的
展
開
が
、
骨
寺
村

で
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
問
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

近
年
、
中
世
村
落
研
究
が
、
中
世
地
下
文
書
・
村
落
文
書
論﹇
春
田 

二
〇
一
七
、
薗
部 

二
〇
一
八
﹈や
、
環
境
史
や
生
業
論
の
視
座
を
組
み

込
み
、
自
然
科
学
の
研
究
成
果
も
吸
収
し
な
が
ら
、
学
際
的
な
手
法
で
な
さ
れ
て
い
る﹇
高
木
徳 

二
〇
〇
八
、
海
老
澤 

二
〇
一
八
、
春
田 

二
〇
一
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八
な
ど
﹈。
そ
れ
は
、
中
世
村
落
を
在
地
の
歴
史
的
な
場
に
立
っ
て
、
人
間
・
自
然
・
社
会
を
全
体
的
に
包
み
込
ん
だ
総
合
的
な
視
点
で
把

握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
骨
寺
村
研
究
に
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
全
国
的
研
究
状
況
に
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
点
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
畿
内
・
近
国
か
、
関
東
か
東
国
か
九
州
か
、
と
い
う
地
域
差
を
超
越
し
て
、「
生
活
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
し
て
の
ム
ラ
の
始
原
を
明

ら
か
に
し
、
も
っ
て
ム
ラ
の
「
戸
籍
簿
」
を
全
国
的
に
作
成
し
よ
う
と
す
る
、
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る﹇
大
山
・
三
枝
編 

二
〇
一
八
﹈。

　

こ
の
遠
大
な
研
究
の
主
宰
者
で
あ
る
大
山
喬
平
氏
に
あ
っ
て
は
、「
生
活
ユ
ニ
ッ
ト
」
の
ム
ラ
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
神
へ
の
信
仰

が
、
宗
教
史
の
根
幹
を
な
し
、「
存
在
し
存
続
す
る
ム
ラ
」
の
中
核
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
「
さ
ら
に
深
い
日
本
の
庶

民
の
神
々
に
た
い
す
る
考
え
方
が
あ
っ
て
、
そ
の
部
分
に
は
外
来
の
仏
教
が
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
た﹇
大

山 

二
〇
一
二
﹈。

　

こ
れ
と
類
似
す
る
見
解
は
、
戦
前
に
、
清
水
三
男﹇
清
水 

一
九
四
二
﹈に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
た
し
、
入
間
田
宣
夫
論
文
に
お
い
て
も
、

強
調
さ
れ
て
い
た﹇
入
間
田 

二
〇
一
九
ｌ
﹈。

　

中
世
骨
寺
村
は
、
神
々
の
里
で
あ
り
、
神
は
、
村
の
宗
教
体
系
に
お
い
て
、
主
軸
の
脊
柱
と
な
る
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、

骨
寺
村
に
は
、
仏
教
の
教
え
が
住
人
に
届
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
確
か
な
事
実
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
住
人
は
、
仏
教
に
ふ
れ
よ
う
と

し
た
の
か
。「
少
数
派
」
と
し
て
の
仏
は
、
い
か
な
る
存
在
価
値
を
在
地
村
落
の
な
か
で
有
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

重
要
な
の
は
、
神
か
仏
か
、
の
二
者
択
一
論
な
の
で
は
な
く
て
、
両
者
を
ふ
く
め
た
宗
教
世
界
全
体
の
特
色
と
意
味
を
、
村
と
い
う
歴

史
の
場
か
ら
発
見
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
骨
寺
村
と
い
う
個
別
村
落
の
宗
教
の
あ
り
よ
う
を
徹
底
し
て
見
つ
め
直
し
、
中
世
村
落
の
宗
教
文
化
を
探
り
当
て

る
こ
と
。
そ
し
て
、
中
世
社
会
の
根
底
に
あ
る
生
活
の
場
、
歴
史
の
場（
大
山
喬
平
論
文
で
い
う
「
生
活
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
し
て
の
ム
ラ
）か
ら
、

宗
教
と
は
、
住
人
に
と
っ
て
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
顕
密
主
義
の
日
本
全
体
の
あ
り
よ
う
と
、
ど
う
関
わ
る
の
か
、
を
問
う
こ
と
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が
課
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
骨
寺
村
研
究
と
し
て
の
本
書
は
、
一
つ
の
村（
生
活
ユ
ニ
ッ
ト
）か
ら
、
中
世
宗
教
を
見
つ
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
中
世
村
落
の
宗
教
を
、
そ
の
村
落
の
問
題
に
の
み
限
定
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
村
を
囲
繞
す
る
歴
史
的
環
境
の
も

と
で
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
中
世
村
落
は
、
決
し
て
閉
鎖
的
な
孤
立
社
会
で
は
な
か
っ
た
。
交
通
関
係
に
よ
っ
て
、
他
の
地
域

と
結
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
交
通
関
係
を
担
う
諸
集
団
に
着
目
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
書
に
あ
っ
て
は
、
中
世
村
落
の
宗
教
を
歴
史
的
推
移
に
お
い
て
、
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
世
村
落
が
領
主
と
の
関
係

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
配
隷
属
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
領
主
の
宗
教
と
、
中
世
村
落
の
宗
教
は
、
ど
の
よ
う
に
切
り
結
ん
で
い
た
の

か
。
こ
の
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
と
、
考
え
て
い
る
。

　

高
邁
な
宗
教
で
は
な
く
、
習
俗
と
も
言
え
る
信
仰
こ
そ
が
、
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
、
日
本
古
来
の
変
わ
ら
ぬ
村
落
の

原
風
景
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
見
据
え
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
、
時
代
の
変
化
、
別
言
す
れ
ば
歴
史
的
段
階
の
差
に
着
目
す
る
も
の
で

あ
る
。
変
わ
ら
な
い
こ
と
よ
り
も
、
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
着
目
し
た
い
。

　

も
っ
と
も
、
宗
教
は
、「
ま
つ
り
」
と
儀
礼
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
集
団
論
に
な
ろ
う
が
、
私
は
、
た
と
え
中
世
社
会
に
あ
っ
て
も
、

宗
教
の
本
質
に
、
個
の
自
覚
が
あ
る
、
と
考
え
る
。
個
の
自
覚
が
根
幹
に
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
「
教
え
と
救
済
」「
現
世
安
穏
」「
後
生
善

処
」
と
い
っ
た
祈
り
の
言
説
が
、
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
個
の
自
覚
は
、
ど
の
よ
う
な
瞬
間
、
中
世
村
落
に
お
い
て
、
見
ら
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
本
書

で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
座
の
上
に
立
ち
、
徹
底
し
て
一
村
落
と
い
う
歴
史
的
な
場
、
在
家
百
姓
の
目
線
に
立
ち
、
彼
ら
の
前
に
展
開
し
て

い
た
宗
教
と
は
、
具
体
的
に
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
を
探
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
書
の
構
成
と
考
察
の
目
指
す
こ
と
を
、
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
古
代
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
わ
た
る
、
七
百
年
間
の
骨
寺
村
宗
教
史
を
通
史
的
に
考
察
し
て
い
る
。
と
く
に
は
、
そ
の
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各
時
代
の
発
展
段
階
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
神
を
祀
る
社
の
も
と
で
な
さ
れ
る
祭
り
に
要
す
る
神
田
が
、
骨
寺
村
の
ど
の
場
所
に
設

営
さ
れ
、
そ
の
神
田
が
、
ど
の
在
家
百
姓
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
骨
寺
村
の
祭
祀
体
制
に
み
る
在
家

百
姓
の
構
造
的
問
題
に
つ
い
て
解
明
し
よ
う
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
入
間
田
宣
夫
論
文
か
ら
浮
か
び
上
が
る
骨
寺
村
研
究
の
論
点
を
提
示
し
、

骨
寺
村
研
究
の
新
し
い
方
向
性
を
模
索
す
る
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
骨
寺
村
の
神
々
を
一
つ
一
つ
徹
底
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
村
に
お
い
て
中
核
と
な
る
神
々
は
、
い
か
な
る
歴

史
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
神
を
担
い
だ
在
家
百
姓
と
は
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
有
す
る
百
姓
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
述
べ

る
。
あ
わ
せ
て
中
尊
寺
経
由
の
神
々
は
、
な
ぜ
、
そ
の
地
に
、
勧
請
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
場
に
即
し
て
考
察
す
る
。

　

第
Ⅲ
部
で
は
、
仏
教
的
な
神
の
坐
す
場
の
歴
史
性
を
、
奥
羽
史
の
な
か
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
と
も
に
、
骨
寺
と
い
う
寺
は
、
そ

も
そ
も
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
寺
と
し
て
建
造
さ
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
特
異
な
御
堂
を
擁
す
る
骨
寺

村
と
は
、
平
泉
仏
教
世
界
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
を
考
え
る
。
さ
ら
に
鎌
倉
末
期
、
法
名
を
有
す
る
骨
寺
村
住

人
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
法
名
を
得
る
に
至
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

　

第
Ⅳ
部
で
は
、
骨
寺
村
を
囲
繞
す
る
山
の
、
あ
る
山
の
名
称
に
着
目
し
つ
つ
、
史
料
的
に
あ
ま
り
著
名
で
な
い
行
場
が
、
骨
寺
村
に
は

点
在
し
て
い
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
あ
わ
せ
て
骨
寺
村
住
人
の
一
人
一
人
の
信
仰
内
容
を
精
査
し
、
戦
国
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
骨
寺
村
住

人
の
心
を
つ
か
ん
で
い
た
の
か
を
明
白
に
す
る
。

　

第
Ⅴ
部
で
は
、
骨
寺
村
を
流
れ
る
河
の
名
称
を
考
察
し
な
が
ら
、
骨
寺
村
の
生
業
に
お
い
て
林
業
は
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の

か
。
あ
わ
せ
て
、
戦
国
期
骨
寺
村
の
城
が
、
宗
教
的
な
場
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

な
お
、
骨
寺
村
は
、
中
世
に
あ
っ
て
は
、「
骨
寺
村
」、
近
世
に
お
い
て
は
、「
本
寺
村
」、
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
、
便
宜

上
、「
骨
寺
村
」
で
統
一
し
て
い
る
。


